
主な内容
良い年でありますように

市長年頭のごあいさつ
◎指定管理者を募集しています
◎障害保健福祉サービスが変わります
◎市・県民税の申告はお早めに



　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
と
輝
き
に
満
ち
た
新
し
い
年
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
「
諫
早
市
」
が
誕
生
し
３
月
１
日
で
２
年
目
に
入
り
ま
す
。
本
年
は
、
新
市
土
台
づ
く

り
の
重
要
な
年
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
、
税
源
移
譲
、
地
方
交
付
税
抑

１６

制
の
一
体
的
な
見
直
し
、
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
進
み
、
地
方
自
治
体
の
責
任

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
時
代
は
、
中
央
集
権
か
ら
地
方
分
権
へ
着
実
に
進
ん

で
い
ま
す
が
、
私
は
、
地
方
分
権
は
権
利
を
分
け
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
地
方
が
自
主
自

立
し
て
い
く
、
ま
さ
に
地
方
の
主
権
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
地
方
分
権
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、「
少
子
化
」
は
避
け
て
通
れ
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
出
生
数
か
ら

死
亡
数
を
引
い
た
「
自
然
増
加
率
」
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、
日
本
は
人
口
減
少
時
代
に
入
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
年
金
、
保
健
・
医
療
、
介
護
保
険
、
子
育
て
、
雇
用
な
ど
様
々
な
問

題
も
は
ら
ん
で
お
り
ま
す
。
特
に
社
会
保
障
の
問
題
が
、
今
後
国
や
地
方
に
お
い
て
大
き
な

課
題
に
な
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
不
安
の
な
い
社
会
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

諫 早 市 長

吉 次 邦 夫

2広報 諫早 ２００６年（平成１８年）２月号



　

こ
の
よ
う
な
中
、
新
市
の
将
来
像
「
人
が
輝
く
創
造
都
市
・
諫
早
」
実
現
に
向
け
、
常
に

「
市
民
主
役
」、「
対
話
の
市
政
」
を
基
本
に
市
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

今
春
に
は
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
「
諫
早
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
れ

に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
を
具
現
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
諫
早
市
総
合
計
画
」
の
基
本
目
標

は
、「
輝
く
ひ
と
づ
く
り
」、「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」、「
暮
ら
し
の
充
実
」、「
市
民
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
」（「
諫
早
市
総
合
計
画
審
議
会
」
中
間
報
告
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
市
の

有
す
る
特
色
あ
る
地
域
資
源
や
人
的
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
魅
力
や
活
力
を
生
み

出
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
「（
仮
称
）
こ
ど
も
の
城
」
の
建
設
、

体
育
館
な
ど
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
整
備
、
市
庁
舎
整
備
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
活
性
化
、
新
た
な
企
業
立
地
の
推

進
、
商
工
業
の
活
性
化
、
生
活
道
路
の
整
備
、
地
域
で
暮
ら
す
福
祉
基
盤
づ
く
り
、
子
ど
も

の
個
性
を
伸
ば
す
教
育
環
境
づ
く
り
な
ど
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来

の
発
展
基
盤
と
な
る
国
営
諫
早
湾
干
拓
地
の
活
用
推
進
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
早

期
着
工
、
本
明
川
ダ
ム
建
設
に
よ
る
治
水
対
策
な
ど
の
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
一
方
で
、
施
策
の
行
政
評
価
を
行
い
事
業
の
重
点
化
・
行
財
政
の
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

　

本
年
１
月
５
日
か
ら
、
市
内
の
ど
の
図
書
館
（
室
）
で
も
１
枚
の
図
書
カ
ー
ド
で
貸
し
出

し
・
返
却
が
で
き
る
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
４

月
に
は
、
今
日
社
会
問
題
化
し
て
い
る
悪
質
商
法
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
す
る
た

め
、「（
仮
称
）
諫
早
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

５
月
に
は
商
店
街
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、
諫
早
市
中
心
市
街
地
商
店
街
協
同
組
合
連
合
会

に
よ
る
、
複
合
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「（
仮
称
）
ア
エ
ル
諫
早
」
の
オ
ー
プ
ン
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
地
域
資
源
や
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
、
豊
か
な
産
業
と
暮
ら
し
を
育
む
新
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
活
力
あ
ふ
れ
、
住
み
た
い
「
諫
早
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
こ
の
一
年
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
１
月
吉
日

１８

２００６年（平成１８年）２月号 広報 諫早3
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地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
　
年
９
月
か
ら

１５

「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
に
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

の
縮
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、「
公
の
施
設
」（
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
公
園
、

文
化
施
設
な
ど
）
の
管
理
・
運
営
の
委
託
先
は
、
公
共

団
体
、
公
共
的
団
体
ま
た
は
市
が
出
資
す
る
法
人
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
民
間
事

業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
幅
広
い
団
体
の
中
か
ら
、
市

が
指
定
す
る
者
が
、
管
理
・
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
下
表
の
「
公
の
施
設
」
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
を
行
う
た
め
、
指
定
管
理
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

自
応
募
資
格
／
市
内
に
本
社
、
本
店
そ
の
他
活
動
の
拠

点
（
噂
は
支
所
・
営
業
所
を
含
む
。）
を
有
す
る
法
人

そ
の
他
の
団
体
（
個
人
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）

自
応
募
期
限
／
２
月
７
日
峨

自
指
定
の
期
間
／
７
月
１
日
（
噂
、
云
は
４
月
１
日
）

～
平
成
　
年
３
月
　
日
（
指
定
管
理
者
の
指
定
は
、
市

２２

３１

議
会
の
議
決
を
経
て
市
長
ま
た
は
教
育
委
員
会
が
行

い
ま
す
。）

自
業
務
内
容
／
使
用
許
可
、
施
設
の
管
理
・
運
営
な
ど

自
募
集
要
領
な
ど
の
配
布
／
募
集
要
領
や
仕
様
書
な

ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.isahaya.

nagasaki.jp/

）
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
ま
た
、
問
い
合

わ
せ
先
の
各
担
当
課
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
募
集
に
関
す
る
お
た
ず
ね
は
、
各
担
当
課
ま
で

指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　

〜
よ
り
よ
い
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
目
指
し
て
〜

問い合わせ先所在地施設の名称No.
市地域振興課飯盛町平古場２７９番地いいもり月の丘温泉陰

市生涯学習課多良見町木床１０６番地多良見のぞみ会館隠

市緑化公園課多良見町木床１０６番地のぞみ公園韻

市教委体育保健課東小路町２番３８号諫早市体育館吋

市教委体育保健課黒崎町１７０番地３諫早市小野体育館右

市教委体育保健課東小路町２番３８号諫早市武道館宇

市教委体育保健課宇都町９番１号諫早市営野球場烏

市教委体育保健課小野島町２２３３番地諫早市営ソフトボール場羽

市教委体育保健課西小路町７７４番地１諫早市弓道場迂

市教委体育保健課馬渡町２番地諫早市ゲートボール場雨

市産業労働課高城町５番２５号高城会館卯

市産業労働課津久葉町５番地１１５つくば倶楽部鵜

市農業振興課森山町下井牟田１３２５番地１農村れすとらん星が原窺

市障害福祉課新道町９９９番地１新道福祉交流センター丑

　男性も女性もともに支えあい、喜びも責任も分か
ち合う男女共同参画社会づくりの拠点となる「諫早
市男女共同参画推進センター」に、愛称を付けてみ
ませんか。愛称は、未来への明るい展望を感じさせ、
親しみやすく覚えやすいもの。最優秀賞（採用者）
には１万円の図書券を進呈します。

■応募方法／住所、氏名、年齢、性別、電話番号、施
設の愛称およびその理由を記入し、はがき、Ｅメール
（danjo@city.isahaya.nagasaki.jp）、ファクス（２４－１５８０）
のいずれかで応募してください。（１人１点）
■応募締切／平成１８年２月１５日我（当日消印有効）

■応募・問い合わせ先／男女共同参画推進センター
（〒８５４－００１６　諫早市高城町５番２５号　高城会館
２階　札２４－１５８０）
※最優秀賞の作品の著作権は諫早市に帰属し、今後
同センターの愛称として使用します。（同一作品多数
の場合は抽選）

※隠および韻、吋から雨、卯および鵜は、それぞれ一括して募集します。
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～
障
害
者
自
立
支
援
法
が
成
立
～

　　

こ
れ
ま
で
の
支
援
費
制
度
や
補
装
具
等
の
給
付
事
業
、更
生
医
療
な
ど
の
医
療
制
度
が
見
直
さ
れ
、障
害
者（
児
）

が
共
通
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
障
害
福
祉
課
）

障
害
者
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す

介護給付などの利用のため専門の調査員が調査にお伺いします！！
　必要に応じてサービス利用が出来るよう、現在の生活や障害の状況
について調査を行います。新しい支給決定の仕組みは１０月からスター
トしますが、その準備のために３月から、訪問調査員が調査にお伺い
します。なお、９月までは、従来と同じ方法でサービスが利用できま
す。

　新しいサービスの仕組み（平成１８年１０月から）
　現在、障害の種別や年齢により異なっていた福祉サービスの内容が、
共通の福祉サービスとして利用できるようになりました。

自立支援医療費制度の創設（原則１割負担）！！ (４月から）
　精神障害者通院医療と更生医療の支給認定手続、利用者負担が共通化され
ます。対象となる疾病等は、これまでと同じです。なお、所得などに応じ限
度額を設け、負担の軽減が図られます。ただし、一定所得以上の方は制度の
対象外となります。
※入院時の食事代は、原則自己負担です。ただし、負担が軽減される場合が
あります。

障害福祉サービスの利用者負担額が
原則１割負担に！！（４月から）

　必要なサービス量を安定的に確保・提供していくため、増大する
費用をみんなで負担し支えあう仕組みに変わります。
　　平成１８年３月まで　　　　　　　平成１８年４月から

　　　　　　　　　　　　　

※施設でサービスを利用した場合の食費や光熱水費などは、原則自己
負担となります。ただし、負担が軽減される場合があります。

 所得に応じた負担
（所得に応じた上限設定）

利用量に応じた負担（原則１割）
（所得に応じた上限設定）

　　
     障害福祉サービス

◎介護給付
障害の程度が一定以上の人
に生活上または療養上の必
要な介護を行います。
居宅介護、療養介護、施設入
所支援など

◎訓練等給付
身体的または社会的なリハ
ビリテーションや就労につ
ながる支援を行います。
自立訓練、就労移行支援、就
労継続支援など

〇補装具費の支給
　補装具の購入や修理にかかる
費用が原則１割負担になります。
※所得に応じた自己負担の上限
　額を設定。

〇地域生活支援事業
　障害者（児）を総合的に支援
する様々な事業を行います。
日常生活用具の給付、移動支援
事業、相談支援事業など
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■
申
告
期
間
／
２
月
　
日
牙
～
３

１６

月
　
日
我
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

１５
■
受
付
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後

４
時
　
分
３０

■
申
告
会
場
／
酸
諫
早
市
役
所
新

別
館
１
階
第
１
会
議
室
・
２
階
第

２
会
議
室
（
特
設
会
場
）
酸
多
良

見
支
所
３
階
（
特
設
会
場
）
酸
森

山
支
所
２
階
（
特
設
会
場
）
酸
飯

盛
支
所
税
務
課
酸
高
来
支
所
税
務

課
酸
小
長
井
支
所
税
務
課

※
営
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不
動

産
所
得
、
譲
渡
所
得
、
住
宅
取
得

等
特
別
控
除
な
ど
の
申
告
は
、
そ

の
内
容
に
よ
っ
て
上
記
会
場
で
相

談
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
諫
早
税
務

署
で
の
申
告
と
な
り
ま
す
）

■
申
告
に
必
要
な
も
の

①
平
成
　
年
中
（
１
月
～
　
月
）

１７

１２

の
収
入
金
額
等
を
証
明
す
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
、
支
払
明
細
書
、

支
払
調
書
、
そ
の
他
収
入
が
分
か

る
も
の
）、必
要
経
費
の
計
算
に
必

要
な
領
収
書
等

②
各
種
所
得
控
除
を
受
け
る
た
め

の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
等
（
社

会
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
等
の

控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
等
、

一
定
額
以
上
の
医
療
費
の
支
払
い

が
あ
っ
た
人
は
そ
の
領
収
書
、
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

を
受
け
た
人
は
そ
の
認
定
書
）

③
印
鑑
（
認
印
可
）

農
業
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

　
昨
年
、
農
業
に
よ
る
収
入
が

あ
っ
た
人
は
、
収
支
申
告
が
必
要

で
す
。
昨
年
中
の
農
業
収
入
や
領

収
書
な
ど
を
整
理
し
、
収
支
内
訳

書
に
よ
り
農
業
所
得
を
算
出
し
、

他
の
所
得
と
合
わ
せ
て
３
月
　
日
１５

我
ま
で
に
上
記
の
申
告
会
場
ま
た

は
諫
早
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。 
詳
し
く
は
、
本
庁
市
民
税

課
ま
た
は
各
支
所
税
務
課
へ

青
色
申
告
等
の
所
得
税
確
定

申
告
は
諫
早
税
務
署
へ

　
多
良
見
地
域
の
税
務
署
の
管
轄

が
、
長
崎
税
務
署
か
ら
諫
早
税
務

署
へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、

諫
早
税
務
署
へ
の
提
出
と
な
り
ま

す
。

所
得
税
（
源
泉
徴
収
）
の
　

還
付
申
告
は
お
早
め
に

　
公
的
年
金
収
入
、
中
途
退
職
等

に
よ
る
年
末
調
整
未
済
等
で
所
得

税
が
還
付
と
な
る
確
定
申
告
は
、

２
月
　
日
牙
の
申
告
期
間
前
か
ら

１６

諫
早
税
務
署
お
よ
び
本
庁
市
民
税

課
で
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
　

お
早
め
に

　
申
告
書
は
、
申
告
さ
れ
る
納
税

者
自
身
で
作
成
し
て
い
た
だ
く

「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
申
告
書
等
を

ご
自
分
で
記
載
で
き
る
人
は
、
直

接
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
申
告

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
て
、
申
告
が
必
要
と
思

わ
れ
る
人
に
国
民
健
康
保
険
料
申

告
書
を
２
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
保
険
料
を
算
定
す
る
た
め
に
は
、

平
成
　
年
中
に
収
入
が
な
い
人
や
、

１７

非
課
税
収
入
（
雇
用
保
険
、
遺
族

年
金
や
障
害
年
金
な
ど
）
を
受
給

し
て
い
る
国
保
加
入
者
の
人
も
申

告
が
必
要
で
す
。
申
告
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
次
の
と
お
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
期
間
／
２
月
　
日
牙
～
３

１６

月
　
日
我
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

１５
■
受
付
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後

５
時

■
申
告
会
場
／
酸
諫
早
市
役
所
本

館
１
階
ホ
ー
ル
・
保
険
年
金
課
酸

各
支
所
国
民
健
康
保
険
担
当
係

■
申
告
に
必
要
な
も
の
／
申
告
書
、

平
成
　
年
中
（
１
月
～
　
月
）
の

１７

１２

収
入
が
わ
か
る
資
料
、
印
鑑
（
認

印
可
）　
　
　（
市
保
険
年
金
課
）

　
　
　
　
　
申
告
期
間
は
２
月
　
日
昭
～
３
月
　
日
昌

１６

１５

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
中
（
平
成
　
年
１
月
１
日
～
　
月
　
日
）
の
所
得
に
基
づ
い
て
課
税
し
ま
す
。

１７

１２

３１

　
申
告
が
遅
れ
た
り
申
告
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
の
算
定
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

保
育
所
入
所
や
福
祉
医
療
費
の
受
給
な
ど
に
必
要
な
各
種
証
明
書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
期
限
間
近
は
大
変

混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、早
め
に
申
告
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　（
市
民
税
課
）

※注１：営業、不動産および土地・株式の譲渡所得があり確定申告する人や、給与・公的年
金等から所得税を源泉徴収されている人で、納め過ぎている所得税の払い戻しを受
けるための還付申告（医療費控除等）を行う人など。

※注２：通常は１月３１日までに、給与・年金等の支払者から、市町村へ２部（給与支払報告
　　　　書）提出していただき、本人へ１部（源泉徴収票）交付するようになっています。
※この表は一般的に解説したもので、該当しない場合もあります。
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問い合わせ先会場時間相談内容曜日日

市民相談室

市民相談室（本庁新別館１階）午後１時～午後４時遺言・契約等相談水１
市民相談室（本庁新別館１階）

午前１０時～午後３時
人権相談

木２

飯盛支所
高来公民館午前９時～午後１時

市緑化公園課本庁新別館玄関ホール午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談
県建設産業労働組合
加入社（札２４－１７９５）市民センター午前１０時～午後４時住宅相談

市民相談室

市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時行政相談金３

市民相談室（本庁新別館１階）
午後１時～４時
午前１１時から受付（原則電話予約
不可、定員になり次第受付終了）

法律相談月６

市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時不動産相談水８
市民相談室（本庁新別館１階）

午前１０時～午後３時人権相談
木９

森山老人福祉センター
小長井さざんか会館

市緑化公園課本庁新別館玄関ホール午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談

市民相談室

市民相談室（本庁新別館１階）
午前１０時～午後３時

行政相談金１０ 小長井さざんか会館
飯盛支所午前１０時～午後１時
市民相談室（本庁新別館１階）午後１時～４時交通事故相談火１４
市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時登記相談水１５
市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時人権相談

木１６ 市緑化公園課本庁新別館玄関ホール午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談
県建設産業労働組合
加入社（札２４－１７９５）市民センター午前１０時～午後４時住宅相談

市民相談室

市民相談室（本庁新別館１階）
午前１０時～午後３時

行政相談金１７ 森山老人福祉センター
高来公民館午前１０時～午後１時

市民相談室（本庁新別館１階）
午後１時～４時
午前１１時から受付（原則電話予約
不可、定員になり次第受付終了）

法律相談月２０

市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後４時交通事故相談水２２
市民相談室（本庁新別館１階）

午前１０時～午後３時人権相談
木２３ 多良見老人福祉センター

市緑化公園課本庁新別館玄関ホール午前９時～午後４時草花・樹木に関する相談

市民相談室
市民相談室（本庁新別館１階）午前１０時～午後３時

行政相談金２４
多良見老人福祉センター午前１０時～午後１時

少年センター
（札２４－３７３７）本庁第４別館午前９時～午後５時少年センター相談

（いじめ・不登校）
毎週捷～晶
※祝日や年末年
始期間を除く

諫早市社会福祉協議会
（札２３－７０２２）市社会福祉会館午前１０時～午後３時ふれあい福祉相談

高年齢者職業相談室
（札２２－４６００）市社会福祉会館午前９時～午後４時高年齢者職業相談

　消費生活相談・一般相談は毎週月曜日から金曜日（祝日や年末年始期間を除く）
午前８時３０分から午後５時まで市民相談室で開催しています。
　また、悪質商法などの被害を未然に防ぐため、講師が各地の公民館などに出向く
『消費生活出前講座』も行っています。自治会や老人会の会合などの際にご利用く
ださい。申し込みはお早めに、市民相談室へ。※講師にかかる経費は無料です。
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　このコーナーでは、まちの話題やできごと、地域で行われた行事などを写真で紹介しています。
皆さんの身近にこのような話題がありましたら、市秘書広報課まで写真や記事をお送りください。
できるかぎり誌面でご紹介させていただきます。（送付先：〒８５４‐８６０１　諫早市役所秘書広報課〔住所不要〕）

　１２月２５日、京都市で行われた全国高校駅伝大会に県代表で諫早高校
陸上部が男女アベック出場し、女子が不調ながら４位と健闘、男子も
前半の出遅れから２２位まで順位を上げゴールインしました。大会前の
昨年４月、選手寮が火事というアクシデントに見舞われましたが、市
民をはじめ全国からの励ましを受け、選手は今もてる力を出し切り、
都大路を駆け抜けました。

百人一首で真剣勝負
　日本古来の伝統文化に親しんでもらおうと「第
１回諫早子どもかるた大会」が１月５日、西諫早
公民館で行われました。市内の小中学生４５人が参
加し、読み手が歌を読み上げるたびに、自陣と敵
陣の札の取り合いが繰り広げられていました。

北国から味と香りの贈り物
　有喜福祉村の入所者へ青森県八戸市の故松ヶ崎
功さん（現在は御子息）から送られているりんごが今年も
市へ届き、１２月２７日吉次市長が同施設へ届けまし
た。この贈り物は、昭和４７年市内在住の船員が八
戸港へ入港したのが縁で今回３３回目になります。

大村湾の冬の風物詩「ナマコ漁」
　１２月に入り、多良見地域で「ナマコ漁」が始ま
りました。大村湾のナマコは、特に身が柔らかく
味が良いことで知られています。喜々津漁港では
早朝から約５０隻の船が出漁。戻ってきた船からは
みずみずしいナマコが水揚げされていました。

知ろう　学ぼう　異文化を
　１２月１８日、市民センターで「いさはや国際交流
フェスタ」が行われました。市内在住の留学生な
どによる世界の国の紹介や料理の試食会、民族舞
踊の披露などが行われ、参加した市民約３００人は異
文化に触れる良い機会となりました。

たすきに感謝の気持ちをこめて　諫早高校力走
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希望と喜びを胸に　１，６７９人が新成人
　２０歳の門出を祝う「成人式」が１月８日、諫早
文化会館で行われました。合併後最初の成人式と
なるこの日、市内では男性８２６人、女性８５３人がめ
でたく成人の日を迎え、大人としての自覚を新た
にしました。

威風堂々　消防出初式
　新春恒例の「消防出初式」が１月１０日、市体育
館を主会場に行われました。式には消防団員や諫
早消防署員など約１，３００人が参加。式典後は、機械
器具点検や観閲行進、一斉放水など、 団員が日頃
から行ってきた訓練の成果を披露しました。

冬のお客様　珍しいマナヅルが飛来
　中国北東部などの北国から渡り、鹿児島県の 出 

いず

 水 平野で越冬する鶴は、往復途中に本県上空を通
み

ります。毎年森山地域では、１１月から３月にかけ
て、旅の途中と思われる鶴が羽を休めます。中に
は諫早の干拓地で冬を越す鶴もいるようです。

１年を締めくくる 巳 の日相撲
み

　小長井町小川原浦地区で１２月第２の巳の日に行
われている年末恒例行事「巳の日相撲」が２３日、
同地区相撲場で行われました。子どもの健やかな
成長を願う赤ちゃんの土俵入りなどが行われ、訪
れた観客は楽しいひとときを過ごしました。

無病息災を願って
　１月７日、高来地域の子ども会で鬼火が行われ
ました。同地域の鬼火は、川岸などに竹やわらで
小屋を作って子どもたちが遊び、翌朝、その小屋
に火をつけて燃やす行事です。また、その火を使っ
て餅を焼き、１年間の無病息災を願いました。

影絵にうっとり
　１２月２３日、のぞみ光のフェスティバルのイベン
トの一つとして、影絵劇団「かしの樹」による影
絵劇がのぞみ会館で行われました。劇団員による
影絵の説明なども行われ、訪れた観客は光と影が
織り成す幻想的な影絵の世界を楽しみました。



１０広報 諫早 ２００６年（平成１８年）２月号

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
…

医
療
費
控
除
対
象

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
つ
い
て
は
、

控
除
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
支
払

額
が
明
記
さ
れ
た
領
収
書
を
添
付
。

た
だ
し
、
訪
問
介
護
（
生
活
援
助
を

除
く
）、
通
所
介
護
な
ど
の
福
祉
系

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
み
の
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
お
む
つ
代
（
寝
た
き
り
状
態
で
治

療
上
お
む
つ
使
用
が
必
要
な
人
）
…

医
療
費
控
除
対
象

　
領
収
書
と
と
も
に
医
師
の
証
明

（
お
む
つ
使
用
証
明
書
）
が
必
要
。

２
年
目
以
降
の
人
に
つ
い
て
は
、
同

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

③
介
護
保
険
料
…
社
会
保
険
控
除
対

象　
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
め
る
人
）
対
象
者
で
納
付

確
認
書
を
必
要
と
さ
れ
る
人
は
、
１

月
中
旬
に
同
課
窓
口
で
交
付
。
ま
た
、

特
別
徴
収
（
年
金
差
し
引
き
）
の
人

に
は
、
年
金
保
険
者
か
ら
源
泉
徴
収

通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

④
障
害
者
控
除

　
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認

定
を
受
け
た
満
　
歳
以
上
の
人
で
、

６５

障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
に

準
じ
る
人
が
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
（
市
で
「
障
害
者
控
除
対

象
認
定
書
」
を
交
付
）。

※
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

た
人
全
員
が
該
当
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん

　
詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

　
新
た
に
成
人

の
仲
間
入
り
を

さ
れ
た
皆
さ
ん
、

成
人
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
す
べ
て
の

人
に
、
老
齢
、
障
害
、
死
亡
に
つ
い

て
共
通
の
「
基
礎
年
金
」
を
支
給
し
、

健
全
な
国
民
生
活
の
維
持
・
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
日
本
に

住
所
の
あ
る
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の

２０

６０

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を

公
平
に
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
職
業
な
ど
に

よ
り
次
の
３
種
類
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者
…
農
林
漁
業
従

事
者
、
自
営
業
者
、
学
生
な
ど

○
第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生
年
金
の

被
保
険
者
お
よ
び
共
済
組
合
の
組
合

員
な
ど

○
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
被
扶
養
配

偶
者
　
加
入
の
手
続
き
は
、
市
国
民
年
金

の
窓
口
（
支
所
を
含
む
）
で
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
納
付
す

る
の
が
困
難
な
場
合
は
、「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
や
学
生
の
場
合
は

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
同
担
当
ま
た
は
各
支

所
年
金
担
当
へ
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
全
世
帯
に
、

平
成
　
年
中
（
平
成
　
年
１
月
～
　

１７

１７

１２

月
）
に
納
め
た
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
の
「
納
付
額
の
お
知
ら
せ
を
」

送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
窓
口
で
の

納
付
額
確
認
書
発
行
に
代
わ
る
も
の

で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
に
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　
納
期
限
は
、

１
月
　
日
峨
で

３１

す
。
納
期
内
納

付
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
便
利

な
口
座
振
替
も

ご
利
用
く
だ
さ

い
。
　
口
座
振
替
申
し
込
み
は
、
通
帳
・

通
帳
届
出
印
・
市
税
な
ど
の
納
付
書

を
持
っ
て
、
口
座
を
お
持
ち
の
指
定

（
指
定
代
理
）
金
融
機
関
、
収
納
代

理
金
融
機
関
（
郵
便
局
含
む
）、
店
舗

の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

口
座
振
替
の
手
続
き
か
ら
開
始
ま
で

は
１
～
２
カ
月
か
か
り
ま
す
。
口
座

振
替
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
通

知
書
が
月
の
中
旬
頃
に
届
き
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
高
齢
介
護
課

介
護
保
険
料
な
ど
が
所
得
税
の

確
定
申
告
で
控
除
さ
れ
ま
す

市
保
険
年
金
課
年
金
担
当

　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０

市
保
険
年
金
課
国
保
担
当

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
「
納

付
額
の
お
知
ら
せ
」
は
大
切
に

市
納
税
課

１
月
は
市
県
民
税
の

　
　
　
　
　

第
４
期
分
の
納
期



１１ ２００６年（平成１８年）２月号 広報 諫早

　
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
で
、
事

１８

業
で
使
用
し
て
い
る
機
械
、
備
品
な

ど
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方

（
会
社
・
法
人
を
含
む
）
は
取
得
価

格
な
ど
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期
限
は
、

１
月
　
日
峨
で
す
。
期
限
内
の
申
告

３１

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
申
告
書

が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

償
却
資
産
と
は

　
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど

を
経
営
し
て
い
る
人
や
農
林
水
産
業
、

ア
パ
ー
ト
経
営
者
な
ど
が
所
有
す
る

資
産
で
、
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
構
築
物
や
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
（
土
地
・
家
屋
以
外
の
事

業
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、

そ
の
減
価
償
却
費
が
法
人
税
ま
た
は

所
得
税
の
計
算
上
、
必
要
な
経
費
に

参
入
さ
れ
る
も
の
）
を
い
い
ま
す
。

た
だ
し
、
無
形
減
価
償
却
資
産
（
鉱

業
権
、
漁
業
権
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト

な
ど
）
や
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
）
と
な
る
も
の
は
除
か

れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

《
土
地
》
平
成
　
年
中
に
新
築
さ
れ

１７

る
な
ど
で
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
、

１８

住
宅
用
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
場

合
は
平
成
　
年
度
か
ら
固
定
資
産

１８

税
・
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
の
特

例
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
平
成
　
年
１

１７

月
１
日
現
在
、
住
宅
用
地
と
し
て
使

用
さ
れ
、
特
例
が
適
用
さ
れ
て
い
る

場
合
は
継
続
し
ま
す
）。
ま
た
、
玄

関
や
台
所
な
ど
が
世
帯
数
分
あ
る
な

ど
、
一
定
要
件
を
満
た
す
場
合
で
世

帯
数
が
増
減
し
た
場
合
も
考
慮
さ
れ

ま
す
。
同
課
備
え
付
け
の
申
告
書
で

同
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
す
で

に
申
告
済
み
の
人
は
結
構
で
す
）。

◆
対
象
／
【
固
定
資
産
税
】

・
１
世
帯
に
つ
き
２
０
０
㎡
以
下
の

住
宅
用
地
＝
６
分
の
１
に
減
額

・
右
記
面
積
を
超
え
る
部
分
の
住
宅

用
地
＝
3
分
の
１
に
減
額

【
都
市
計
画
税
】

・
1
世
帯
に
つ
き
２
０
０
㎡
以
下
の

住
宅
用
地
＝
3
分
の
１
に
減
額

・
右
記
面
積
を
超
え
る
部
分
の
住
宅

用
地
＝
３
分
の
２
に
減
額

《
家
屋
》
平
成
　
年
１
月
２
日
か
ら

１７

平
成
　
年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築
し

１８

た
住
宅
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度

１８

か
ら
３
年
間
（
３
階
建
て
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
は
５
年
間
）
固
定
資

産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
／
１
２
０
㎡
ま
で
の
居
住
部

分
＝
２
分
の
１
に
減
額

　
詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

◆
投
票
日
／
２

月
５
日
蚊

◆
投
票
時
間
／

午
前
７
時
～
午

後
８
時

　
投
票
所
入
場

券
は
１
月
　
日
１９

に
ご
家
庭
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

投
票
が
済
む
ま
で
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
当
日
、
投
票
の

で
き
な
い
人
は
期
日
前
投
票
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
委
員
会
事
務
局
へ
。

　
２
月
５
日
の
県
知
事
選
挙
・
県
議

会
議
員
補
欠
選
挙
か
ら
次
の
投
票
所

の
場
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

第　

投
票
所

２５
　「
有
喜
地
区
集
会
所
」

　
　
　
　
郭

　「
松
里
二
町
潮
騒
ふ
れ
あ
い
会
館
」

第　

投
票
所

４９
　「
市
多
良
見
体
育
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
郭

　「
多
良
見
支
所
１
階
ロ
ビ
ー
」

　
投
票
所
入
場
券
に
も
記
載
し
て
お

り
ま
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
選
挙
人
名
簿
は
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
い
て
市
区
町
村
で
調
製
さ
れ

る
た
め
、
正
確
な
住
民
異
動
届
が
出

さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
学
生
な
ど
で
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
住

所
移
転
な
ど
に
よ
り
、
実
質
的
に
選

挙
権
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。
大
学
入
学
な
ど

に
よ
る
住
所
移
転
の
際
は
、
住
民
異

動
届
を
新
し
い
住
所
地
の
市
区
町
村

へ
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新

住
所
地
で
は
転
入
届
を
提
出
し
た
日

よ
り
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
居
住
し

た
後
の
定
時
登
録
、
選
挙
時
登
録
で

登
録
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
の
創
業
を
支
援
す
る
た
め
、

地
域
創
業
助
成
金
の
対
象
業
種
に
、
諫

早
市
内
で
平
成
　
年
１
月
１
日
以
降

１８

に
創
業
さ
れ
る
食
料
品
製
造
業
、
飲
食

料
品
小
売
業
お
よ
び
一
般
飲
食
店
の

３
業
種
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

◆
支
給
要
件
／
茨
創
業
か
ら
６
カ
月
以

内
に
、
地
域
貢
献
事
業
計
画
を
提
出
し
、

認
定
を
受
け
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と

芋
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
労
働

者
２
人
以
上
（
う
ち
１
人
以
上
は
非

自
発
的
離
職
者
）
を
現
に
継
続
し
て

雇
用
し
て
い
る
こ
と

①
常
用
労
働
者
ま
た
は
短
時
間
労
働

者
（
う
ち
１
人
以
上
は
常
用
労
働
者
）

②
雇
い
入
れ
日
現
在
で
　
歳
未
満
の
者

６５

③
創
業
の
日
か
ら
１
年
６
カ
月
以
内

に
雇
い
入
れ
た
者

④
雇
い
入
れ
か
ら
３
カ
月
以
上
経
過

し
た
者

◆
助
成
額
／
茨
創
業
後
、
６
カ
月
以

内
に
支
払
っ
た
次
の
経
費
の
３
分
の

１
を
支
給
（
上
限
１
５
０
万
円
～
５

０
０
万
円
、
雇
い
入
れ
人
数
な
ど
に

よ
り
異
な
る
）

①
創
業
に
関
す
る
事
業
計
画
作
成
費

（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
相

談
経
費
、
登
記
な
ど
の
手
続
き
に
要

し
た
経
費
な
ど
）

②
職
業
能
力
開
発
経
費

③
設
備
・
運
営
経
費
（
事
業
所
・
店
舗

な
ど
の
改
修
工
事
費
、
事
務
所
な
ど

の
賃
貸
料
な
ど
（
人
件
費
を
除
く
））

芋
非
自
発
的
離
職
者
１
人
当
た
り
　
万
３０

円（
短
時
間
労
働
者
の
場
合
は
　
万
円
）

１５

　
詳
し
く
は
、
同
協
会
へ
。

　
家
庭
か
ら
出
る
食

べ
残
し
や
調
理
く
ず

な
ど
の
生
ご
み
の
リ

サ
イ
ク
ル（
堆
肥
化
）

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
／
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後

１
時
か
ら
１
時
間
程
度

◆
場
所
／
市
役
所
新
別
館
会
議
室

※
時
間
・
場
所
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

市
選
挙
管
理
委
員
会

県
知
事
選
挙
・
県
議
会
議
員
補

欠
選
挙
（
旧
諫
早
市
選
挙
区
）

住
所
移
転
の
と
き
は

　
　

住
民
異
動
届
の
提
出
を
！

市
選
挙
管
理
委
員
会

市
資
産
税
課

住
宅
用
地
や
新
築
住
宅
の
申
告

に
つ
い
て

市
資
産
税
課

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
！

市
廃
棄
物
対
策
課

創
業
を
支
援
し
ま
す
！

長
崎
県
雇
用
開
発
協
会

札
０
９
５
・
８
２
７
・
６
８
０
５

第　

・　

投
票
所
の
変
更

２５

４９

市
選
挙
管
理
委
員
会
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市
は
、
経
済
的
な
理
由
で
義
務
教

育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
人

に
、
学
用
品
や
学
校
給
食
な
ど
の
費

用
を
援
助
し
て
い
ま
す
。
申
請
受
け

付
け
の
た
め
特
設
窓
口
を
次
の
と
お

り
設
置
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

　
平
成
　
年
度
「
建
設
工
事
」・「
業

１８

務
委
託
（
コ
ン
サ
ル
な
ど
）」・「
物
品

調
達
」
な
ど
の
入
札
（
見
積
）
参
加

者
の
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
要
項
・
申
請
書
は
２
月
１
日
我

か
ら
窓
口
配
布
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
申
請
書
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

へ
の
掲
載
を
行
い
ま
す
。
関
係
書
類

な
ど
は
早
め
に
準
備
し
て
正
確
な
申

請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
請
期
間
／
３
月
１
日
我
～
　
日
画

３１

※
平
成
　
年
３
月
に
す
で
に
申
請
書

１７

を
提
出
し
、
入
札
希
望
参
加
業
種
の

追
加
が
な
い
場
合
は
、
今
回
提
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最

新
の
経
営
事
項
審
査
結
果
を
提
出
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
随
時
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

　
詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

　
平
成
　
年
　
月
　
日
か
ら
、
県
の

１７

１２

２５

産
業
別
最
低
賃
金
（
時
間
額
）
は
次

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
機
械
器
具
製
造
業
／
７
３
０

円◆
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造

業
／
６
７
１
円

◆
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関

製
造
業
／
７
４
４
円

　
諫
早
パ
ー
ト

サ
テ
ラ
イ
ト
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
求

職
・
求
人
活
動

の
受
け
付
け
や

就
業
相
談
な
ど

の
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
／
永
昌
町
８
‐
　
（
お
茶
の

２７

間
通
り
商
店
街
内
）

◆
利
用
時
間
／
月
～
金
曜
日
の
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分
（
祝
日
・

３０

３０

年
末
年
始
を
除
く
）

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、
諫
早
駅
南
側

駐
車
場
が
１
時
間
無
料
に
な
り
ま
す

◆
応
募
資
格
／
幼
稚
園
教
諭
免
許
を

持
つ
人

◆
応
募
期
限
／
３
月
９
日
牙

◆
勤
務
先
／
諫
早
・
北
諫
早
・
高
来

各
幼
稚
園

◆
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
　
分
～
午

１０

後
４
時
　
分
（
休
み
＝
土
日
祝
日
、

５５

幼
稚
園
休
業
日
）

◆
業
務
内
容
／
①
養
護
事
務
お
よ
び

事
務
補
助
（
勤
務
期
間
６
カ
月
を
限
度
）

②
職
員
が
出
張
や
病
気
な
ど
で
勤
務
で

き
な
い
日
の
代
替
（
月
１
・
２
回
程
度
）

◆
応
募
方
法
／
同
課
お
よ
び
各
支
所

教
育
委
員
会
分
室
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
写
真
を
貼
り
、
自
筆
で
記
入

の
上
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
写
し
を

添
え
て
同
課
に
提
出

※
内
定
者
に
は
健
康
診
断
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す

【
臨
時
職
員
】

◆
応
募
期
限
／
３

月
６
日
俄

◆
定
員
／
若
干
名

◆
勤
務
先
／
未
定

◆
勤
務
時
間
／
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５

１５

時
（
休
み
＝
土
日
祝
日
、

学
校
休
校
日
）

【
米
飯
・
代
替
】

◆
応
募
期
限
／
３
月
６
日
俄

◆
勤
務
先
／
諫
早
地
域
各
小
学
校

（
上
諫
早
小
学
校
を
除
く
）

◆
米
飯
／
週
１
～
２
回
程
度
勤
務
。

午
前
８
時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

４５

４５

（
休
み
＝
土
日
祝
日
、
学
校
休
校
日
）

◆
代
替
／
職
員
が
病
気
な
ど
で
勤
務

で
き
な
い
時
（
時
間
単
位
）

【
ふ
れ
あ
い
学
校
給
食
推
進
員
】

◆
応
募
期
限
／
３
月
６
日
俄

◆
定
員
／
若
干
名（
小
学
生
の
保
護
者
）

◆
勤
務
先
／
諫
早
・
北
諫
早
・
真
津

山
・
御
館
山
・
西
諫
早
各
小
学
校

◆
勤
務
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
１
カ
月
　
日
程
度
）

１５

◆
応
募
方
法
／
同
課
お
よ
び
各
支
所

教
育
委
員
会
分
室
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
自
筆
で
記
入
の
上
、
写
真
を

貼
付
し
た
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

を
添
え
て
同
課
に
提
出

※
内
定
者
に
は
健
康
診
断
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す

◆
応
募
期
限
／
３
月
６
日
俄

◆
勤
務
先
／
小
・
中
学
校
・
幼
稚
園

（
勤
務
校
未
定
）

◆
定
員
／
　
人
程
度

４０

◆
勤
務
時
間
／
午
前
ま
た
は
午
後

（
各
校
２
名
交
代
制
）（
休
み
＝
土
日

祝
日
、
年
末
年
始
）

◆
応
募
方
法
／
同
課
お
よ
び
各
支
所

教
育
委
員
会
分
室
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
自
筆
で
記
入
の
上
、
写
真
を

貼
付
し
た
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

を
添
え
て
同
課
ま
た
は
各
支
所
教
育

委
員
会
分
室
に
提
出

※
内
定
者
に
は
健
康
診
断
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す

幼
稚
園
臨
時
職
員
登
録
者

市
教
委
教
育
総
務
課

求
職
・
求
人
相
談
は
「
諫
早
パ
ー

ト
サ
テ
ラ
イ
ト
」
で
！

諫
早
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト

札
　
・
２
０
０
０

２１

県
の
産
業
別
最
低
賃
金

市
産
業
労
働
課

市
が
発
注
す
る
入
札
（
見
積
）

参
加
希
望
者
は
申
請
を
！

市
契
約
管
財
課

義
務
教
育
「
就
学
費
用
援
助
」

市
教
委
学
校
教
育
課

場所時間日程

市民センター４階
第１２会議室

午前９時～
午後５時

２月７日昇
２月８日昌
２月９日昭

多良見支所教育委員
会分室２月１０日晶

森山公民館２月１４日昇
飯盛公民館２月１５日昌
小長井文化ホール２月１６日昭
高来支所教育委員会
分室２月１７日晶

　蛇口や水道管、水道メーターが凍ると破裂やひび割れを起こ
し、貴重な水を無駄にするばかりか、修理に思わぬ費用がかか
ります。蛇口や水道管が凍らないように寒さから守りましょう。
　また、受水槽の給水管やポンプにも外気が直接あたらないよ
うに防寒対策をしましょう。
【防寒の仕方】
　市販されている保温材でカバーす
るか、タオルや毛布などで巻き、そ
の上からビニールなどを巻いて濡れ
ないようにする
【水道管が凍って水が出ないとき】
　タオルをかぶせてゆっくりぬるま
湯（熱湯は不可）をかけ溶かす
【水道管が破裂したとき】
　メーター器ボックスの中のバルブ
を閉めて、水道局指定の給水指定工
事店へ修理を申し込む
　詳しくは、市水道局管理課へ。

嘱
託
用
務
員
登
録
者

市
教
委
教
育
総
務
課

学
校
給
食
調
理
員
登
録
者

市
教
委
教
育
総
務
課



１３ ２００６年（平成１８年）２月号 広報 諫早

◆
募
集
戸
数
／
小
栗
住
宅
　
戸
（
新

１８

築
２
Ｄ
Ｋ
＝
６
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
＝
　
戸
）

１２

◆
募
集
案
内
書
配
布
／
２
月
　
日
俄

１３

か
ら

◆
応
募
期
間
／
２
月
　
日
我
～
　
日

２２

２４

画
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

◆
応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
２
Ｄ
Ｋ

は
単
身
者
で
も
申
し
込
み
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
３
Ｄ
Ｋ
は
単
身
者

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。）

②
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と

③
実
際
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

④
市
町
村
民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◆
選
考
方
法
／
応
募
締
め
切
り
後
、

公
開
抽
選
で
決
定

◆
入
居
予
定
／
４
月
上
旬

◆
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
お
よ
び

問
い
合
わ
せ
先
／
同
課
ま
た
は
各
支

所
建
設
課

　
市
は
、
経
済
的

理
由
な
ど
に
よ

り
高
校
、
大
学
な

ど
へ
の
就
学
が

困
難
な
人
を
対

象
に
、
平
成
　
年
１８

度
市
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
他
団
体
の
奨
学
金
と

の
併
願
も
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、

県
育
英
会
奨
学
金
と
の
併
給
は
、
県

の
制
度
上
不
可
）

◆
対
象
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
高
校
な
ど
へ

の
就
学
が
困
難
な
人

②
平
成
　
年
３
月
　
日
以
前
か
ら
市

１７

３１

内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
子

③
学
業
成
績
が
優
秀
で
品
行
方
正
な
人

◆
必
要
書
類
／
①
奨
学
生
願
書
②
生

計
を
同
じ
く
す
る
全
員
の
平
成
　
年
１６

分
の
所
得
証
明
③
世
帯
全
員
の
住
民

票
の
写
し
④
奨
学
生
の
推
薦
調
書

（
こ
の
書
類
は
３
月
に
在
籍
し
て
い

る
学
校
で
作
成
し
、
学
校
か
ら
直
接

郵
送
し
て
も
ら
い
ま
す
）

◆
応
募
期
間
／
３
月
１
日
我
～
５
月

　
日
我

３１◆
奨
学
金
の
償
還
／
学
校
を
卒
業
し

た
翌
月
の
６
カ
月
後
か
ら
年
賦
ま
た

は
半
年
賦
の
方
法
で
償
還
（
無
利
子
）

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
償
還
期
間
は
、

貸
付
期
間
の
２
倍
以
内
で
す

　
願
書
は
、
同
課
お
よ
び
各
支
所
の

教
育
委
員
会
分
室
に
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

　
知
的
障
害
、
肢
体
不
自
由
、
自
閉

症
な
ど
の
理
解
と
支
援
方
法
に
つ
い

て
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

◆
日
程
／
第
１
回
２
月
　
日
臥
、
第
２

１８

回
３
月
４
日
臥
、
第
３
回
３
月
　
日
臥

１８

◆
時
間
／
午
前
　
時
～
正
午

１０

◆
会
場
／
高
来
ふ
れ
あ
い
会
館
（
第

１
回
・
第
２
回
）、
み
さ
か
え
分
校

（
第
３
回
）

◆
定
員
／
　
人
２０

　
申
し
込
み
は
、
２
月
　
日
牙
ま
で

１６

に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（
　
・
４
３
０

３４

２
）・
は
が
き
で
県
立
虹
の
原
養
護
学

校
み
さ
か
え
分
校
（
〒
８
５
９
‐
０

１
６
７
小
長
井
町
遠
竹
２
７
２
７
‐

　
）
教
頭
三
山
和
則
さ
ん
へ
。

２０　
詳
し
く
は
、
同
分
校
へ
。

◆
日
程
／
２
月
　
日
牙
・
　
日
牙
２

１６

２３

日
コ
ー
ス

◆
時
間
／
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

◆
場
所
／
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
高
城
会
館
２
階
）

◆
内
容
／
自
己
表
現
法
、
筋
道
の

通
っ
た
話
し
方
、
上
手
な
進
行
の
し

か
た
な
ど

◆
講
師
／
河
野
英
雄
さ
ん
（
元
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
）

◆
対
象
／
女
性
市
民

※
受
講
料
無
料
、
託
児
つ
き

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
定
員
／
１
０
０
人

◆
修
業
年
数
／
２
年

◆
修
業
過
程
／
①
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

Ｏ
Ａ
コ
ー
ス
②
Ｐ
Ｃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
コ
ー
ス
③
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス

◆
出
願
資
格
／
高
等
学
校
卒
業
見
込

者
お
よ
び
卒
業
者
（
高
等
学
校
卒
業

者
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
人
）

◆
応
募
期
間
／
第
３
期
＝
～
１
月
　３１

日
峨
、
第
４
期
＝
２
月
　
日
俄
～
３

１３

月
１
日
我
、
第
５
期
＝
３
月
６
日
俄

～
３
月
　
日
俄

２７

※
学
校
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
学
生
寮
な
ど
に
つ
い
て
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す

　
詳
し
く
は
、
同
カ
レ
ッ
ジ
（
津
久

葉
町
５
‐
１
１
９
）
へ
。

　
働
き
な
が
ら
４
年
間
で
学
士
（
経

済
学
）
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
定
員
／
　
人
２１

◆
試
験
日
時
／
３
月
　
日
臥
午
前
　

１８

１０

時
～

◆
試
験
会
場
／
長
崎
大
学
経
済
学
部

（
長
崎
市
片
淵
４
‐
２
‐
１
）

◆
試
験
科
目
／
小
論
文
・
面
接

◆
出
願
期
間
／
３
月
６
日
俄
～
９
日

牙
午
後
５
時
ま
で

　
詳
し
く
は
、
同
課
へ
。

◆
日
時
／
２
月
　
日
我
・
　
日
牙
午

１５

１６

前
８
時
　
分
～
午
後
４
時
　
分
（
甲

３０

１０

種
は
２
日
間
、
乙
種
は
　
日
の
み
）

１５

◆
場
所
／
小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

◆
定
員
／
１
０
０
人

◆
応
募
期
限
／
２
月
８
日
我

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
同

署
（
〒
８
５
４
‐
０
０
０
５
城
見
町

　
‐
　
）、
大
村
消
防
署
（
札
　
・
４

２４

２１

５２

１
３
８
、
〒
８
５
６
‐
０
８
１
５
大

村
市
森
園
町
　
‐
１
）、
小
浜
消
防
署

３４

（
札
　
・
３
２
３
１
、
〒
８
５
４
‐

７４

０
５
１
４
雲
仙
市
小
浜
町
北
本
町
１

１
４
‐
　
）
へ
。

２５

◆
表
彰
の
種
類
／
①
地
区
表
彰
＝
　１０

年
、　
年
以
上
無
事
故
無
違
反
②
県

１５

表
彰
＝
　
年
、　
年
以
上
無
事
故
無

２０

３０

違
反
（
過
去
に
地
区
表
彰
を
受
け
た

人
）

◆
条
件
／
次
の
す
べ
て
の
条
件
が
必

要
①
諫
早
市
交
通
安
全
協
会
に
加
入

し
て
い
る
人
②
現
在
も
運
転
し
て
い

る
人
③
過
去
　
年
以
上
交
通
事
故
を

１０

起
こ
さ
ず
、
か
つ
交
通
違
反
、
そ
の

他
罰
金
以
上
の
刑
が
５
年
以
上
な
い

人◆
申
請
方
法
／
県
表
彰
に
つ
い
て
は

２
月
　
日
画
、
地
区
表
彰
に
つ
い
て

１０

は
３
月
　
日
画
ま
で
に
同
協
会
へ
申

１０

請
し
て
く
だ
さ
い

市
営
住
宅
入
居
者

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

札
　
・
１
５
８
０

２４

市
建
築
住
宅
課

平
成　

年
度
市
奨
学
生

１８

市
教
委
教
育
総
務
課

女
性
の
た
め
の
自
己
表
現
・
話

し
方
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

障
害
児
理
解
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
）
講
座
受
講
生

県
立
虹
の
原
養
護
学
校

み
さ
か
え
分
校

札
　
・
２
３
９
８

３４

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
学
生

い
さ
は
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
札
　
・
２
１
３
１

２５

長
崎
大
学
学
生
支
援
部
入
試
課

札
０
９
５
・
８
１
９
・
２
１
１
１

長
崎
大
学
経
済
学
部
社
会
人
特

別
選
抜（
夜
間
主
コ
ー
ス
）
学
生

第
３
回
甲
種
・
乙
種
防
火
管
理

者
資
格
取
得
講
習
会諫

早
消
防
署

札
　
・
０
１
１
９

２２

無
事
故
無
違
反
の
優
良
運
転
者

表
彰
を
行
い
ま
す

諫
早
市
交
通
安
全
協
会

札
　
・
５
６
６
１

２２

備考貸付期間貸付額（月額）区分

・正当な理由がな
く休学したときは
貸付を停止します
・奨学生に該当し
なくなったときは、
奨学生の決定を取
り消します

在学する各
学校の正規
の就学年数

１０，０００円高等学校
１２，０００円高等専門学校
１５，０００円短期大学
２０，０００円大学
１０，０００円専修学校

※専修学校の専門課程およびこれに準じる課程の貸付額は
１５，０００円です

貸付額など
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ご利用ください!ケイタイ諫早
　市は、休日の在宅当番医などの情報を掲載した『携帯電話ホームページサービス』を行っています。アド
レスをブックマーク登録すると、２回目以降はアドレスを入力することなく閲覧することができ便利です。
　いつでもどこでも生活情報が入手できる携帯ホームページをぜひご利用ください。

【携帯ホームページアドレス】http://www.city.isahaya.nagasaki.jp/i.htm　【問い合わせ先】市秘書広報課

会場日時事業名

市民センター午後１時～３時９昭介護相談

※認知症の人をかかえる家族の会（渡部三津子さん）札２６－１７６３

時間集合場所日事業名

午前９時集合
（２時間程度）

市役所前芝生広場４松ウオーキング
教室（主催：運
動普及推進員協
議会）

小野体育館１１松

西諫早公民館２５松

午前９時３０分～１１時眼鏡橋前芝生広場２７捷

ニュースポー
ツ教室（主催：
運動普及推進員
協議会）

誰もが願う健やかで明るい生活。『自分の健康は自
分で守る』。健康福祉センターは、頑張るあなたを
応援しています。会場日時事業名

小栗公民館午後１時３０分～３時１昌

一般健康相談
（おおむね４０歳
以上の人を対象
に保健師による
血圧測定、尿検
査、個別相談を
行います）

飯盛支所午後１時３０分～３時６捷

有喜白髯会館
午後１時３０分～３時８昌

小長井文化ホール

市民センター午後１時３０分～３時１３捷

小野ふれあい会館
午後１時３０分～３時１５昌

西諫早公民館

多良見支所午後１時３０分～３時２０捷

長田みのり会館午後１時３０分～３時２２昌

森山支所
午後１時３０分～３時２７捷

高来支所

本野公民館午前９時～１１時２８昇

りくづ康健人成

会場日時事業名

シーサイド４区
公民館

午前１０時
～１１時３０分８昌、２２昌親子サロン

（ひよこ）

たらみ図書館
午前１０時

～１１時３０分

１５昌
親子サロン
（ぞうさん） 大草集落

センター２８昇

飯盛公民館午前１０時
～正午１４昇、２８昇遊びの広場

（仮称）森山保健
センター

午前１０時
～正午１４昇子育て広場

小長井文化
ホール

午前１０時３０分
～正午１５昌わくわくクラブ

高来西ゆめ会館午前１０時３０分
～正午２８昇高来子育て

サークル

飯盛公民館午後１時
～４時７昇

赤ちゃん教室
（対象：生後２月前後
の赤ちゃんとその親）

援支て育子 子育て中のお母さん同士おしゃべりしたり、子ども同士遊ばせたり、
楽しく過ごしませんか。

会場日時事業名

健康福祉
センター

午前１０時
～１１時３０分１０晶、２４晶育児サークル

（中央地区）

小栗公民館午前１０時
～１１時３０分１４昇、２８昇育児サークル

（小栗地区）

小栗公民館午前９時３０分
～１１時３０分６捷育児相談

（小栗地区）

西諫早公民館午前１０時
～１１時３０分２４晶育児サークル

（真津山・西諫早地区）

本野公民館午前１０時
～正午２昭育児サークル

（本野地区）

長田みのり会館午前１０時
～正午２昭育児サークル

（長田地区）

有喜公民館午前１０時
～１１時３０分１５昌育児相談

（有喜地区）

市布公民館午前１０時
～１１時３０分１昌、１５昌親子サロン

（めだか）

対象：乳幼児とその親
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事業のおたずねは…

健康福祉センター　　札２７－０７００
多良見支所健康保険課札４３－１１１１
森山支所健康福祉課　札３６－１１１１
飯盛支所健康福祉課　札４８－１１１１
高来支所健康福祉課　札３２－２１１１
小長井支所健康福祉課札３４－２１１１

　保護者が子育てに対して感じている不安や負担など、子育て全般についての相談に応じますので、お気軽
におこしください。相談されたい人は、相談日前日までに高来支所健康福祉課に必ず予約をお願いします。

■日時　平成１８年２月２２日昌　午前１０時～正午　　■相談員　進藤富美さん（臨床心理士）
■場所　高来東児童館　　　　　　　■問い合わせ先　高来支所健康福祉課（札３２－２１１１）

子
育
て
相

子
育
て
相
談談

※乳児前期（４～５カ月児）、１歳６カ月児（対象：１歳半～２歳未満）、２歳６カ月児（対象：２歳半～３歳未満）、
３歳児（対象：３歳半～４歳未満）健診については実施する前月末までに個人通知をいたします。

※合併に伴い、実施会場を変更している地域がありますのでご注意ください。また、今回実施しない地域については、
翌月以降の実施前にお知らせします。

健
康
な
子
ど
も
を
生
み
、
元
気
に
育
て
る
た
め
の
相
談
・
指
導
。
母
子
の
健
康
保
持

及
び
疾
病
の
予
防
・
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

会場日時対象者事業名

健康福祉センター午前９時３０分～１１時３０分２昭、９昭、１６昭、２３昭妊　婦マタニティー
教　　　　室

森山公民館（受付時間）午後１時～１時３０分１昌
平成１７年３月
　　　　～４月生
平成１７年９月
　　　　～１０月生

乳　　児
健康診査
（集団）

高来ふれあい会館（受付時間）午後１時～１時３０分８昌
多良見体育センター（受付時間）午後１時～１時３０分１６昭
飯盛公民館（受付時間）午後１時～１時３０分２３昭
健康福祉センター（受付時間）午後１時～２時６捷、１３捷平成１７年１０月生

乳　　児
健康相談

健康福祉センター（受付時間）午後１時～２時２０捷平成１７年２月
～平成１７年７月生

多良見体育センター（受付時間）午後１時～２時１６昭生後１２月まで
※森山・飯盛・高来支所については、乳児健康診査と同じ日に開催　（受付時間）午後１時～２時

健康福祉センター（受付時間）午後１時～１時１５分２昭、９昭、１６昭
平成１６年８月生１歳６カ月児

健康診査
多良見体育センター（受付時間）午後１時～１時１５分２３昭

小長井文化ホール（受付時間）午後１時～１時１５分７昇平成１６年５月
　　　　～８月生

多良見体育センター（受付時間）午後１時～１時１５分７昇
平成１５年８月生２歳６カ月児

歯科健康診査 健康福祉センター（受付時間）午後１時～１時１５分１４昇、２８昇
健康福祉センター（受付時間）１２時４５分～午後１時３晶、１０晶、１７晶

平成１４年８月生

３歳児
健康診査

多良見体育センター（受付時間）１２時４５分～午後１時２４晶
飯盛公民館（受付時間）１２時４５分～午後１時８昌

平成１４年６月
　　　　～８月生

（仮称）森山保健セ
ンター（受付時間）１２時４５分～午後１時１５昌

高来ふれあい会館（受付時間）１２時４５分～午後１時２２昌
市民センター（受付時間）午後１時１０分～１時４０分１昌

生後３月～６月未
満

ＢＣＧ
予防接種

森山公民館（受付時間）午後１時３０分～２時８昌
健康福祉センター（受付時間）午後１時１０分～１時４０分１５昌
多良見体育センター（受付時間）午後２時～２時４０分２２昌

て育子
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■問い合わせ先

／市教委文化課・ 

　体育保健課

　■入場料／無料

　■問い合わせ先／

　　市教委文化課

■対　象／小学生
■人　数／３０人
■参加費／２００円
■持参品／エプロン、三角巾
■問い合わせ先／
　多良見のぞみ会館（札４３－６２００）

　

　

■内容／節分祭：午後５時～
　　　　火　焼：午後５時３０分～
　　　　豆まき：１回目　午後６時４０分～
　　　　　　　：２回目　午後７時３０分～
　　　　　　　：３回目　午後８時２０分～
※まかれる豆には、景
品が当たる番号が
ついています。
■問い合わせ先／
　阿蘇神社
（札４３－５２３５）

■日　時
　２月２６日掌　　
　開演：午後２時～
■会　場
　森山スポーツ交流館

　会場中に響きあう管弦楽器の音色を聴きな
がら、楽しいひとときをお過ごしください。

　■日　時
　　２月１８日松
　　午前１０時３０分～
　■会　場
　　諫早文化会館

　各種文化活動やスポーツ大会において優秀
な成績を収めた児童生徒を表彰します。

　多良見地域恒例の「阿蘇神社節分祭」が行わ
れます。戌年生まれの年男年女による「福」が
入った豆まきにぜひお越しください。

　■日　時
　　２月１９日掌　
　　午前１０時～午後１時
　■会　場
　　多良見のぞみ会館

　　プロの職人から、日本の食を代表する
　「うどん」の作り方を学んでみませんか？

あったか「うどん」あったか「うどん」をを
食べましょう　　　　食べましょう！！

阿蘇神社節分祭

諫早交響楽団合併記念公演会

手打ちうどん教室

「
福
「
福
」」
がが
得
ら
れ

得
ら
れ
るる

節
分
祭

　
　
　
　
　
節
分
祭
！！

　■日　時
　　２月３日晶  午後５時～
　■会　場
　　阿蘇神社境内
　　（多良見町化屋）

　　  浜教育文化賞
　　  栗林スポーツ賞 表彰式

素
晴
ら
し
い
音
色

素
晴
ら
し
い
音
色
にに

心
安
ら

　
　
　
　
心
安
ら
ぐぐ
辞辞

  浜教育文化賞とは
　水産業の振興および地域の発展に貢献された故 濱 久米
八氏の意志を受け、昭和５８年に制定され、教育文化への
功労者および児童生徒の優れた文化活動を表彰している。
  栗林スポーツ賞とは
　商工業の振興および地域の発展に貢献された故 栗林 春
男氏の意志を受け、昭和４７年に制定され、スポーツにお
いて優秀な成績を収めた児童生徒を表彰している。



17 ２００６年（平成１８年）２月号 広報 諫早

問い合わせ先入場料時間会場内容曜日

諫早中学校内
大会事務局（札２２－００９１）無料午前９時～午後５時

小野体育館、
多良見体育センター、
飯盛体育館

県中学校バスケットボール競技
新人大会土4

県サッカー協会
（札０９５－８２９－３３７０）無料午前８時～午後６時県立総合運動公園平成１７年度県高等学校新人体育

大会サッカー競技

日５

諫早中学校内
大会事務局（札２２－００９１）無料午前９時～午後５時小野体育館、

飯盛体育館
県中学校バスケットボール競技
新人大会

みはる台小学校内
大会事務局（札２２－０９５５）無料午前９時～午後５時森山スポーツ交流館市小学生バレーボール新人大会

男女共同参画推進センター
（札２４－１５８０）

無料
（要整理券）午後１時～４時市文化会館新諫早市誕生記念

女・男フォーラムinいさはや
長崎陸上競技協会
（札０９５６－４７－６０６３）無料午前８時～午後３時県立総合運動公園平成１７年度県高等学校

新人駅伝大会

土１１ 市教委体育保健課内
大会事務局（札２２－１５００）無料午前９時～午後５時森山スポーツ交流館平成１７年度市長杯新春親善

ミニソフトバレーボール大会

市連合婦人会（札２５－０４３７）無料午前９時３０分
　　　　～午後３時市文化会館市婦人大会

長崎陸上競技協会
（札０９５６－４７－６０６３）無料午前８時～午後３時県立総合運動公園平成１７年度県中学

新人駅伝競争大会

日１２
諫早中学校内
大会事務局（札２２－００９１）無料午前９時～午後５時飯盛体育館県中学校バスケットボール競技

新人大会
卓球センター内大会事務局
（札２６－１０１７）無料午前９時～午後５時小野体育館第１８回諫早卓球センター杯争奪

卓球大会

諫早吹奏楽団（札３６－２２７６）４００円午後２時～４時市文化会館第４０回諫早吹奏楽団
定期演奏会

市社会福祉協議会
（札２４－５１００）無料午前１０時～午後３時市文化会館第１回市社会福祉大会水１５

真崎小学校内市小・中学校
美術展運営委員会
（札２６－１２０２）

無料午前９時～午後５時市文化会館市小・中学校美術展

金１７

土１８

日１９
大会事務局（札２６－５８６３）無料午前９時～午後５時小野体育館青少年防犯柔道大会

市ソフトテニス連盟
（札２３－３９６４）無料午前９時～午後５時小野体育館市ソフトテニスインドア大会日２６

　

　

　　　　　　　　　市内にお住まいか、勤務されている人を対象にスポーツ教室を開催します。

　　　　　■申込方法／電話、またはファクスに住所・氏名・電話番号を記入の上、同事務局へ。
　　　　　■申込期限／２月３日晶
　　　　　※受講料は、各教室の開講日（初日）に徴収します。

問い合わせ先／市教委体育保健課内市体育協会事務局（札２２－１５００）（捌２２－２８４０）

その他会　場日時・定員教室名

【受講料】５００円（損害保険料含む）
スポーツのできる服装、ラケット、
体育館シューズ準備

市体育館

【開催日】２月１４日昇、１７日晶、
　　　２１日昇、２４日晶、２８日昇、
【時　間】午後８時～１０時
【定　員】４０人

卓　球
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料
理
教
室
（
中
央
）

【
日
時
】２
月
１
日
我
午
前
９
時
～

【
場
所
】中
央
公
民
館

【
内
容
】味・
の
あ
る
手
作
り
か
ま
ぼ

こ
の
作
り
方

【
申
込
期
限
】１
月
　
日
画

２７

※
材
料
代
１
、０
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ
講
座
（
西
諫
早
）

【
日
時
】２
月
９
日
牙
午
後
１
時
　３０

分
～
３
時
　
分
３０

【
場
所
】西
諫
早
公
民
館

【
内
容
】ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し

く
体
を
動
か
す

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
長
田
）

【
日
時
】２
月
　
日
我
～
　
日
画
午

１５

１７

後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

【
場
所
】長
田
み
の
り
会
館

【
内
容
】絵
な
ど
を
取
り
込
み
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
よ
う

【
申
込
期
限
】２
月
８
日
我

※
材
料
代
２
０
０
円

教
養
講
座
（
有
喜
）

【
日
時
】２
月
　
日
牙
午
後
７
時
　

１６

３０

分
～
９
時
　
分
３０

【
場
所
】有
喜
公
民
館

【
内
容
】ご
み
の
分
別
収
集
に
つ
い

て【申
込
期
限
】２
月
　
日
画

１０

生
涯
学
習
研
修
会
（
飯
盛
）

【
日
時
】２
月
　
日
蚊
午
前
９
時
～

１９

午
後
３
時

【
場
所
】飯
盛
公
民
館

【
内
容
】水
田
善
次
郎
さ
ん
に
よ
る

講
演
な
ど

諫
早
図
書
館
講
座
（
諫
―
図
）

【
日
時
】２
月
　
日
蚊
午
後
１
時

１９

　
分
～
３
時

３０【
場
所
】諫
早
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

【
内
容
】演
題「
論
語
」の
名
言

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

子
ど
も
講
座
（
西
諫
早
）

【
日
時
】２
月
　
日
臥
午
前
　
時
～

１８

１０

正
午

【
場
所
】西
諫
早
公
民
館

【
内
容
】子
ど
も
映
写
会

ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
有
喜
）

【
日
時
】２
月
　
日
臥
午
前
　
時
～

１１

１０

正
午

【
場
所
】有
喜
公
民
館

【
内
容
】フ
リ
ー
テ
ニ
ス

【
対
象
】小
・
中
学
生

【
申
込
期
限
】２
月
　
日
画

１０

読
み
聞
か
せ
会
（
小
長
井
）

【
日
時
】２
月
　
日
臥
午
前
　
時
～

１１

１０

　
時
１１【

場
所
】小
長
井
文
化
ホ
ー
ル

【
内
容
】絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ

【
対
象
】幼
児
・
小
学
生

※
当
日
参
加
可

小
物
作
り
教
室
（
小
野
）

【
日
時
】２
月
　
日
我
午
前
９
時
～

１５

午
後
３
時

【
場
所
】小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

【
内
容
】ミ
ニ
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
作
り

【
申
込
期
限
】２
月
３
日
画

※
材
料
代
１
、５
０
０
円

（伊木力）…伊木力公民館（多良見町舟津１１４０）
　　　　　　札４４－１００２　捌４４－１１９５
（森山）…森山公民館（森山町本村１３００）
　　　　　　札３６－１１１６　捌３６－１１１７
（飯盛）…飯盛公民館（飯盛町開１９２９－３）
　　　　　　札４８－００４９　捌４８－０５１８
（田結）…田結公民館（飯盛町里６４８－３）
　　　　　　札４９－１１１１

（高来）…高来公民館（高来町三部壱５２７－１）
　　　　　　札３２－５４４０　捌３２－５４４１
（高来西）…高来西公民館（高来町峰１９－１）
　　　　　　札３２－３１２６　捌３２－５１８０
（小長井）…小長井公民館（小長井町小川原浦５００）
　　　　　　札３４－２２０１　捌３４－３４７０
（諫ー図）…諫早図書館（東小路町６－３０）
　　　　　　札２３－４９４６　捌２１－０８５５

（西ー図）…西諫早図書館（山川町１－３）
　　　　　　札２６－８６０７　捌２６－８２５０
（たー図）…たらみ図書館（多良見町木床２００２）
　　　　　　札４３－４６１１　捌４３－４６２３
（森ー図）…森山図書館（森山町慶師野１９５０－１）
　　　　　　札３５－２００１　捌３５－２２５０
（視聴覚）…視聴覚ライブラリー（東小路町６－３０）
　　　　　　札２３－４９４６　捌２１－０８５５

生活に役立つパソコン教室

一　
般

子 
ど 
も 

女　
性 

友達と一緒に読書
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（中央）…中央公民館（東小路町８－５）
　　　　　札２３－１１６０　捌２３－１１６１
（西諫早）…西諫早公民館（山川町１－３）
　　　　　札２６－１５００　捌２６－１８０３
（小栗）…小栗公民館（小川町１３９－１）
　　　　　札２２－１５３３　捌２４－０３７０
（長田）…長田公民館（長田町２３９４－２）
　　　　　札２３－９０２４　捌２３－９６４７

（本野）…本野公民館（上大渡野町２－１）
　　　　　札２６－０２７０　捌２６－２５１３
（有喜）…有喜公民館（有喜町７２４）
　　　　　札２８－３１１０　捌２８－２０６７
（小野）…小野公民館（黒崎町１８１－２）
　　　　　札２２－０２６４　捌２４－０４８３
（多良見）…多良見公民館（多良見町化屋１８００）
　　　　　札４３－００４９　捌４３－２８３５

親
子
教
室
（
中
央
）

【
日
時
】２
月
４
日
臥
午
前
　
時
～

１０

正
午

【
場
所
】中
央
公
民
館

【
内
容
】楽
し
い「
人
形
劇
」公
演

【
対
象
】３
歳
～
小
学
校
低
学
年
と

保
護
者

【
申
込
期
限
】２
月
３
日
画

長
田
み
の
り
っ
子
ク
ラ
ブ
（
長
田
）

【
日
時
】２
月
２
日
牙
午
前
　
時
～

１０

正
午

【
場
所
】長
田
み
の
り
会
館

【
内
容
】節
分
で
豆
ま
き
し
よ
う

【
対
象
】就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
当
日
参
加
可

創
作
教
室
（
多
良
見
）

【
日
時
】２
月
４
日
臥
午
後
１
時
～

３
時
　
分
３０

【
場
所
】た
ら
み
図
書
館

【
内
容
】手
作
り
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

作
り

【
申
込
期
限
】２
月
１
日
我

親
子
映
画
会
（
多
良
見
）

【
日
時
】２
月
　
日
臥
午
前
　
時
～

１８

１０

　
時
　
分

１１

３０

【
場
所
】多
良
見
体
育
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】日
本
む
か
し
話
と
世
界
む

か
し
話

親
子
読
み
聞
か
せ
会
（
飯
盛
）

【
日
時
】２
月
　
日
臥
午
後
２
時
～

１８

【
場
所
】飯
盛
公
民
館

【
内
容
】パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
遊
ぼ
う

【
対
象
】３
歳
～
小
学
校
低
学
年
と

保
護
者

親
子
映
画
教
室
（
諫
―
視
）

【
日
時
】２
月
　
日
臥
午
前
　
時
～

１８

１０

【
場
所
】諫
早
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

【
内
容
】「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」「
鐘

を
な
ら
し
た
キ
ジ
」「
い
じ
め
っ
こ
ザ

ル
と
正
直
カ
ニ
さ
ん
」な
ど

高
齢
者
講
座
（
西
諫
早
）

【
日
時
】２
月
　
日
牙
午
後
１
時
　

１６

３０

分
～
３
時
　
分
３０

【
場
所
】西
諫
早
公
民
館

【
内
容
】介
護
保
険
の
制
度
改
正
に

つ
い
て

教
養
講
座
お
よ
び
閉
講
式
（
有
喜
）

【
日
時
】２
月
　
日
牙
午
後
１
時
　

２３

３０

分
～
３
時
　
分
３０

【
場
所
】有
喜
公
民
館

【
内
容
】市
長
講
話

【
申
込
期
限
】２
月
　
日
画

１７

高
齢
者
講
座
（
小
野
）

【
日
時
】２
月
　
日
峨
午
前
　
時
～

１４

１０

正
午

【
場
所
】小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

【
内
容
】宇
宙
を
知
ろ
う

※
当
日
参
加
可

明
生
教
室
（
多
良
見
）

【
日
時
】２
月
　
日
画
午
前
　
時
～

２４

１０

　
時
　
分

１１

３０

【
場
所
】た
ら
み
図
書
館

【
内
容
】高
齢
化
社
会
の
暮
ら
し
と

人
権
に
つ
い
て

人形劇を親子で楽しもう

　

　　　
　子どもたちに本の世界の楽しさを伝える活
動や図書館づくりにも関わっている筒井悦子
さんを招き、「本の楽しさを子どもとともに～
読書推進のこれから～」と題した講演を行いま
す。

■日　時／１月３１日昇
　　　　　午前１０時３０分～１２時２０分

■会　場／諫早図書館　視聴覚ホール

■対　象／学校教諭、学校や地域で「こどもと

　こどもの本」に関わるボランティア活動をして

　いる人、子どもの本や図書館に関心のある人

■定　員／６０人

※事前にお申し込みください

■問い合わせ先／諫早図書館（札２３－４９４６）

ここここここここここどどどどどどどどどどこどもももももももももももとととととととととととここここここここここどどどどどどどどどどこどももももももももももものののののののののの本本本本本本本本本本のののののののののの講講講講講講講講講講の本の講座座座座座座座座座座座（（（（（（（（（（第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回（第２回）））））））））））

親　
子 

高　
齢　
者　
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高
来
地
域
と
の
境
近
く
に
あ
る
長
里
小
学

校
。学
校
の
す
ぐ
そ
ば
を
流
れ
る
長
里
川
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、普
段
か
ら
総
合
学

習
の
ひ
と
つ
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、と
て
も

身
近
な
存
在
で
す
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
、長
里
川
に
つ
い

て
研
究
し
た
壁
新
聞
が
、第
４
回
小
・
中
学
生

「
私
た
ち
の
川
」壁
新
聞
コ
ン
テ
ス
ト（
主

催
：
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
な
ど
）

で
、優
秀
賞
お
よ
び
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。九

州
内
の
応
募
総
数
　
校
１
９
６
作
品
の
中
か

４９

ら
選
ば
れ
た
作
品
は
、美
し
い
川
の
音
を
表

現
す
る
し
か
け
と
し
て
、触
れ
る
と
音
が
す

る
テ
ー
プ
を
張
っ
た
り
、川
に
生
息
す
る
動

物
の
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
を
使
い
、川
の

美
し
さ
を
表
現
す
る
な
ど
、工
夫
を
凝
ら
し

た
内
容
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、子
ど
も
た
ち
は
、

「
知
ら
せ
を
受
け
た
時
は
、と
て
も
び
っ
く
り

し
た
」「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、絵
を
描

い
た
り
、本
で
調
べ
た
り
し
て
と
て
も
時
間

が
か
か
っ
た
」「
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
の

は
、大
変
だ
っ
た
け
ど
、周
り
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
う
れ
し
か
っ
た
」な
ど
、笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
川
へ
の
思
い
が

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

次
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
も
入
賞
目
指
し
て
、頑

張
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。　

ダ
ブ
ル
受
賞
の
壁
新
聞
の
前
で
に
っ
こ
り
！

■今回は小船越町の山口さんの　　
　　　　　　　　   レシピ紹介！■

■作り方■
①　リンゴの皮をむき、くし形２～３㎜の

厚さに切る。
②　鍋にＡを入れ、透明になるまで煮詰め、

冷ましておく。
③　Ｂをすべて混ぜ合わせ８等分し、うす

く伸ばして、Ａを入れ包みこむ。
④　オーブン１７０℃で１３～１５分焼いて出来
上がり。

■アドバイス■
　Ａを市販のパイシートで包んで焼くと、
簡単にアップルパイが出来ます。

（調理例）

■材料（８個分）■
リンゴ…………………２個

Ａ　レモン汁…………大さじ１
兼
献
献
験砂糖………………大さじ２
ホットケーキミックス
　　　　　　　………２５０ｇ

Ｂ　マーガリン……………５０ｇ

兼
献
献
献
献
献
験

牛乳……………………５０cc
卵………………………１個

　「みんなの広場」は、市民の皆さんから寄せられた情報を掲載するために、設けています。あなたのとっておきのレシピや珍しい写真、お気に入
りのイラストなど、皆さんに伝えたいいろんな情報の投稿をお待ちしています。
　投稿の方法はハガキ、ＦＡＸ、電子メールなど何でも結構です。「みんなの広場コーナー」と標記のうえ、住所・氏名・年齢・電話番号（匿名希望の
場合はその旨）を記載して衣８５４－８６０１　諫早市役所　秘書広報課（住所不要）　までお願いします。なお、趣旨を変えない範囲の加筆・省略等の修
正をする場合があります。掲載させていただいた作品の応募者には、図書券を差し上げます。
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み
か
ん
の
産
地
に「
か
に
」現
る
？　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
 　
（
多
良
見
町
）

　
み
か
ん
の
産
地
で
有
名
な
多
良
見
町

佐
瀬
を
通
る
国
道
２
０
７
号
沿
い
に
、大

き
な「
か
に
」が
い
る
と
の
噂
を
聞
き
、早

速
現
場
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。す
る
と
、

あ
る
一
角
で
確
か
に
発
見
！
ど
う
し
て
、

「
か
に
」が
、な
ぜ
こ
ん
な
所
に
あ
る
の
だ

ろ
う
？
と
て
も
不
思
議
。そ
こ
で
、そ
の

正
体
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
！
　
聞
き
込
み
の
結
果
、現
場
近
く
で
建
設

業
を
営
む
藤
崎
さ
ん
が
管
理
さ
れ
て
い

る
と
の
情
報
を
つ
か
み
、お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
藤
崎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、こ
の「
か
に
」は
、

も
と
も
と
、長
崎
市
の
繁
華
街
の
お
店
の

看
板
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、藤
崎
さ

ん
の
友
人
が
こ
の
お
店
の
解
体
を
手
が

け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
譲
り
受
け
た

そ
う
で
す
。同
時
に
、ご
自
身
が
所
有
さ

れ
て
い
る
資
材
置
き
場
の
目
印
に
も
な

り
、周
り
も
面
白
が
る
か
も
と
思
わ
れ
た

こ
と
か
ら
そ
の
場
所
に
設
置
し
た
そ
う

で
す
。「
実
は
ま
だ
落
成
式
も
済
ま
せ
て

い
な
い
」と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の「
か
に
」は
、現
在
の
場
所
に
２
年

前
に
建
て
た
そ
う
で
、こ
れ
ま
で
県
内
外

の
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

地
元
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
有
名
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
詳
し
い
場
所
は
秘
密
と
の
こ
と
で
す

が
、興
味
を
持
た
れ
た
人
は
宝
探
し
気
分

で
、ぶ
ら
り
と
山
の
中
の「
か
に
」を
探
し

て
み
る
の
も
、楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
！

陸に上がった「かに」？

　下の問題について答えてください。答えのヒン
トは、誌面の中にあります。全問正解者の中から、
抽選で、毎月５人に図書券をプレゼント！ハガキ
に答えと住所、氏名、年齢、広報誌へのご意見を書
いて、２月７日昇必着で秘書広報課までどうぞ！
（なお、当選者の発表は、発送をもって代えさせて
いただきます）
　問題①   市の総合計画の基本目標のひとつは
　　　　　○○○○のまちづくりです。
　問題②   市・県民税の申告期間は、２月１６日から、
　　　　　何月何日まで？
　問題③   市の平成１８年１月１日での世帯数は？
　問題④   ２月３日は、多良見町の阿蘇神社で
　　　　　○○祭が行われます。
　問題⑤   今月のマイ・レシピのメニューは？

【前号の答え】初笑い（はつわらい）
　縦のカギ：①はしか②あばら③まれ④晴れ間
　⑤ラム⑧国際化⑨成人⑪諫早⑬対馬
　横のカギ：②天の原⑥シモバレ⑦レム
　⑧こま⑩箔⑫ドイツ⑭寒さ⑮地芝居
　⑯まんま⑰かわや【応募総数】６１通

　
戸
叩
き
風（
木
枯
ら
し
）。い
か
に
も
冬
特
有
の
北
西
の
風
が
強
く
吹
い
て

い
る
様
子
を
言
っ
て
い
ま
す
。全
く
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
い
る
方
言
の
１
つ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
同
じ
よ
う
に
、ひ
ど
い
霜
の
朝
に
降
る
雨
の
こ
と
を
、「
シ
モ
ギ
ヤ
シ
」「
シ

モ
ク
ヤ
シ
」な
ど
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
も
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
よ
う

で
す
。た
だ
単
に
、「
雨
が
降
っ
て
い
る
」と
言
わ
ず
に
、「
霜
を
消
し
て
い
る
」

と
豊
か
な
表
現
に
聞
こ
え
る
の
は
、私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

諫
早
方
言
の
会
　
神
代
　
克
彦

Ａ「
ヤ
ッ
パ
イ　

ト
タ
タ
キ
カ
ゼ
ン　

フ
ケ
バ　

ヒ
ヤ
カ
ト
ノ　

バ
イ

　
　
ヒ
ヨ
ナ
ン
ネ（
や
は
り
強
い
木
枯
ら
し（
北
ま
た
は
北
西
風
）が
吹
く

　
　
と
、寒
い
の
が
２
倍
に
な
る
ね
）」

Ｂ「
ア
ア
、ト
タ
タ
キ
カ
ゼ
ネ
。ヒ
サ
カ
タ
ブ
イ　

キ
イ
タ（
あ
あ
、「
ト
タ
タ

　
　
キ
カ
ゼ
」ね
。久
し
ぶ
り
に
そ
の
言
い
方
は
聞
い
た
ね
）」



２２広報 諫早 ２００６年（平成１８年）２月号

諫早市ボランティアセンターのご案内
「ボランティア活動を始めてみたい」、「ボランティア活動についてもっと知りたい」「活
動を始めたが困っていることがある」、「ボランティアさんに来て欲しい」・・・。そんな
ときは、お近くのボランティアセンター（諫早市には６カ所あります。下記一覧）を訪
ねてみてください。ボランティアセンターは、住民の皆さんのやる気、疑問に答えます。

　誰もが人間らしく豊かに暮らしていける社会を目指して、それぞれが自分の身近なところで、
日々の生活で出来ることを考え、自発的に行動に移していくことです。
　何か利益を期待して行うものではありませんが、結果としてボランティアをする人自身の人生
を豊かにしてくれるものでもあります。

　高齢者、障害者施設での行事協力や介助の手伝い、学童保育での遊び相手、点字や手話などの
特技・技能を生かした活動、募金や空き缶のプルタブ回収など内容はいろいろあります。是非一
度お問い合わせください。

各各各各各各各各各各ボボボボボボボボボボラララララララララランンンンンンンンンンテテテテテテテテテティィィィィィィィィィアアアアアアアアアアセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー一一一一一一一一一一各ボランティアセンター一覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧
本　　　所　新道町９４８
　　　　　　諫早市社会福祉会館内
　　　　　　℡　２４－５１００
多良見支所　多良見町化屋町１７９７
　　　　　　多良見町老人福祉センター内
　　　　　　℡　４３－３５１１
森 山 支 所　森山町本村１３００
　　　　　　森山町老人福祉センター内
　　　　　　℡　３６－０８８９
飯 盛 支 所　飯盛町開１６７７－１
　　　　　　いいもりコミュニティ会館内
　　　　　　℡　４８－１３００
高 来 支 所　高来町黒崎３２５
　　　　　　℡　３２－３４６８
　　　　　　ふれあい会館内
小長井支所　小長井町井崎１２７
　　　　　　さざんか会館内
　　　　　　℡　３４－２９６６

第　１１　号
害発　行害
社会福祉法人

諫早市社会福祉協議会

〒８５４崖００４５
諫早市新道町９４８番地
ＴＥＬ　２４害５１００
ＦＡＸ　２４害５１０１



２３ ２００６年（平成１８年）２月号 広報 諫早

小長井支所高来支所飯盛支所森山支所多良見支所本　　　所

２日、１６日１０日、２４日
３日、１０日、１７
日、２４日

２３日
①６日、１３日、２０日、２７日
②２０日 ( 移動相談日 )

毎週
月曜～金曜日

開 設 日

１３：００～１６：００９：００～１２：００１３：００～１６：００１３：００～１６：００
①１０：００～１６：００
②（伊木力）１０：００～１２：００
　（大　草）１３：３０～１５：３０

１０：００～１５：００開設時間

※詳しくは、本所または各支所にお問い合わせ下さい。※相談のお申込みは、どの場所でも出来ます。

１０日
（１３：３０～１６：００）

１３日
（１３：３０～１６：００）

１７日
無料法律
相　　談

３４検２９６６３２検３４６８４８検１３００３６検０８８９４３検３５１１２４検５１００電　　話

※法律相談は要予約

上
山
荘
詩
吟
教
室
募
集

上
山
荘
で
は
詩
吟
ク
ラ
ブ
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】　

諫
早
市
在
住
で　

歳
以
上

６０

【
開
催
日
】　

毎
週
土
曜
日　
【
時　

間
】　
　

時
〜　

時

１０

１２

【
場　

所
】　

上
山
荘
第
１
研
修
室

【
入
館
料
】：
１
５
０
円

※
詳
し
く
は
、
上
山
荘
事
務
局
ま
で
気
軽
に
お
電
話
下

さ
い
。

℡　
　

－

２
４
８
８

２３

ふれあい福祉相談日程（2月） 

手話で歌を歌ってみよう！

　１２月２日、小栗小学校で人権集会が開かれました。
小栗小学校は、市社会福祉協議会が指定する福祉教育推進事業協
力校で、年間を通して福祉活動に取り組まれています。
　「手話体験」、「高齢者疑似体験」、「押し花作り」などが行われ、
児童は様々な立場の人とふれあい、体験する中でお互いを尊重す
ることを学びました。
　市社会福祉協議会は、子どもの頃から福祉の意識を持ってもら
うため各地で福祉教育を行っております。
　福祉について学習会を考えている方は、是非一度社会福祉協議
会までご連絡下さい。

【日　時】　平成１８年２月１５日我　１３：００～１４：３０

【場　所】　諫早文化会館　大ホール

【内　容】

　　〇特別講演

　　　演題「涙と笑いの９０分　人生いつもありがとう」
　　　歌手／元ＮＨＫアナウンサー　吉川　精一氏

【参加費】　無料

　諫早市社会福祉協議会は、右記日程
により一般の方を対象に講演会を開き
ます。多数の参加をお待ちしています。

諫早市社会福祉大諫早市社会福祉大会会
特別講演特別講演会会

ご 案 内



■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.isahaya.nagasaki.jp/

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

isahaya@
city.isahaya.nagasaki.jp

■
編
集
・
発
行
　
諫
早
市
役
所
　
秘
書
広
報
課
 

   〒
8
5
4
･
8
6
0
1

   諫
早
市
東
小
路
町
７
番
１
号

   札
0
9
5
7
･
　
･
1
5
0
0

22

   捌
0
9
5
7
･
　
･
6
0
3
1

23

■
多
良
見
支
所
 　
札
0
9
5
7
・
　
･
1
1
1
1

43

■
森
山
支
所
 　
　
札
0
9
5
7
・
　
･
1
1
1
1

36

■
飯
盛
支
所
 　
　
札
0
9
5
7
・
　
･
1
1
1
1

48

■
高
来
支
所
 　
　
札
0
9
5
7
・
　
･
2
1
1
1

32

■
小
長
井
支
所
 　
札
0
9
5
7
・
　
･
2
1
1
1

34

鏡鏡円円寺寺とと鏡鏡円円大大姉姉のの墓墓塔塔

　
　現
在
曹
洞
宗
で
あ
る
鏡
円
寺
は
、最
初
は
 真
  言
 宗
の
寺
と
し
て
、

し
ん
 ご
ん

 貞
 
じ
ょ
う

 観
 　
年

が
ん

１７

（
８
７
５
年
） 真
  然
  僧
 

し
ん
 ね
ん
 そ
う

 正
 に
よ
り
創
建
さ
れ
ま
し
た
。鎌
倉
時
代
の

じ
ょ
う

 承
 
じ
ょ
う

 久
 年
間
に

き
ゅ
う

 順
 
じ
ゅ
ん

 徳
 天
皇
か
ら

と
く

 弘
  法
  大
  師
 親
作
の

こ
う
 ぼ
う
 だ
い
 し

 千
  手
  観
  音
 像
を
贈
ら
れ
、勅
願
寺
と
さ
れ

せ
ん
 じ
ゅ
 か
ん
 の
ん

て
、「
 天
  王
  山
  道
  香
  寺
 」の
寺
号
と
小
江
一
郷
を
寺
領
と
し
て
下
賜
さ
れ
ま
し

て
ん
 の
う
 ざ
ん
 ど
う
 こ
う
 じ

た
。当
時
は
堂
塔
　
余
の
大
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

３０

　
と
こ
ろ
が
南
北
朝
時
代
南
朝
方
に
味
方
し
た
た
め
、北
朝
軍
に
攻
め
ら
れ
て
焼

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。戦
国
時
代
に
な
っ
て
 永
  禄
 ２
年（
１
５
５
９
年
）、伊
佐
早

え
い
 ろ
く

領
主
西
郷
 純
  堯
 が
こ
の
寺
を
再
興
し
、弟

す
み
 た
か

 存
  種
 を
住
職
と
し
ま
し
た
。存
種
は
晩
年

ぞ
ん
 し
ゅ

隠
居
し
て
、 万
  福
  寺
 と
い
う

ま
ん
 ぷ
く
 じ

 庵
  寺
 で
過
ご
し
ま
し
た
。

あ
ん
 で
ら

　
天
正
　
年（
１
５
８
７
年
）龍
造
寺
家
晴
の
伊
佐
早
入
部
の
時
、西
郷
一
揆
に
加

１５

担
し
た
か
ど
で
住
職
た
ち
は
処
罰
さ
れ
、空
寺
と
な
り
ま
し
た
。家
晴
は
筑
後
時
代

の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
 城
  忠
 

じ
ょ
う
 ち
ゅ
う

 寺
 を
こ
こ
に
移
し
て
、そ
の
住
職

じ

 芳
  鎮
 を
迎
え
、代
々
の

ほ
う
 ち
ん

 位
 は
い
と
共
に
家
晴
の
先
妻
で
あ
る
鏡
円

い

 大
  姉
 の
霊
骨
を
安
置
し
て
、堂
塔
を
整

だ
い
 し

備
し
ま
し
た
。こ
の
時
、曹
洞
宗
に
改
め
、 清
  水
  山
 

せ
い
 す
い
 ざ
ん

 鏡
 
き
ょ
う

 円
 
え
ん

 照
 
し
ょ
う

 国
  禅
  寺
 と
改
称
し
ま
し

こ
く
 ぜ
ん
 じ

た
。そ
し
て
、西
の
丘
の
上
段
に
、鏡
円
大
姉
と
一
族
の
墓
塔
が
大
切
に
祭
ら
れ
て

お
り
、こ
こ
も
諫
早
家
菩
提
所
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、南
側
下
手
の
正
門
を
く
ぐ
り
、泉
水
に
架
か
る
美
し
い
石
橋
を
渡
っ
て
、

幅
広
い
石
段
を
登
る
と
、石
柱
の
上
手
に
鐘
楼
、本
堂
と
続
き
ま
す
。石
橋
周
辺
の

構
成
は
、古
式
ゆ
か
し
い
面
影
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。

                                                                   諫
早
史
談
会
　
山
口
　
八
郎




